
［成果情報名］転換畑小麦の湿害を軽減できる密条用小畦立て播種機の開発

［要約］小麦の密条用小畦立て播種機は、高さ７～８ cm の畦を立てると同時に、畦間にサ

ブソイラーを作用させながら施肥同時播種が可能である。この播種機を用いることで、転

換畑小麦栽培の湿害が軽減され、慣行栽培に比較して苗立ち数や穂数が増加し、増収する。
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［背景・ねらい］

東北では、小麦の多くが水田に作付けされているが、特に排水条件が悪い水田では、降

雨などの影響を強く受け、収量が低く不安定である。そこで、水田における小麦作におい

て、生産者が容易に取り組める低コストな湿害軽減栽培技術の開発を、大豆の小畦立て播

種栽培技術を応用しながら行うとともに、その技術の現地適用性を検討することにより、

収量・品質の安定性向上を目的とする。

［成果の内容・特徴］

１．密条用小畦立て播種機は、爪配列本数を畦毎に均等になるように振り分け、畦の中心

に爪が向くように左右対称に配列させた代かきハロー、畦溝成形板、畦間サブソイラー、

播種ユニットにより構成される（図１）。

２．本播種機は、高さ 7 ～ 8cm の畦を立てると同時に、畦間サブソイラーを溝底から約 15cm

の深さに作用させながら施肥同時播種が可能である。作業速度は、秋まき播種で概ね 2.0

～ 2.5 km/h、冬期播種栽培で 1.5 ～ 2.0km/h である（表１、図３）。

３．越冬後の作土の土壌含水率は、慣行平畦栽培に比較すると 1 ～ 3 ポイント有意に低く

なる（図２）。

４．秋播き、冬期播種を問わず、密条用小畦立て播種栽培は、慣行平畦栽培に比較すると、

苗立ち数や穂数ならびに子実重が増加するが、千粒重、容積重については同等である（表

１）。

［成果の活用面・留意点］

１．播種前の砕土・整地作業は、慣行に準じて実施し、砕土率 70 ％以上を目標に仕上げ

る。また、額縁名渠や補助暗きょ等その他の営農排水対策も可能な限り実施することが

望ましい。

２．本成果に用いた密条用小畦立て播種機は、耕幅 240cm 代かきハローを用いて、畦間 60cm

２条播（条間 20cm）で８条播種の仕様であるが、耕幅の違う代かきハローを用いる場合

でも、畦間（爪配列、サブソイラーの取り付け位置）、畦数、条数、条間を変更することで

対応可能である。

３．畦溝成形板および畦間サブソイラーは、自作もしくは工務店等に委託することにより

容易に製造することが可能であり、材料費は概ね 10 万円である。部品の詳細な仕様や

組み立て手順等については、岩手農研の HP（http://www.pref.iwate.jp/~hp2088/index.html）

に別途提示する。

４．畦間サブソイラーの作用深については、プラウ耕等により播種前に 25cm 以上の耕深

が確保されている場合には、溝底から 15cm 程度を基本とするが、土壌の硬度や石・礫

の混入割合などにより加減する。作業速度についても同様に調整する。

５．冬期播種栽培においては播種時の積雪深 10cm を上限とする。



［具体的データ］

図１ 密条用小畦立て播種機の構成

図３ 小畦立て播種機の爪配列と畦立てプロファイル

（岩手県農業研究センター）
［その他］
研究課題名：水田における小麦の湿害軽減播種技術の開発
予算区分：県単
研究期間：2009 ～ 2010 年度
研究担当者：高橋昭喜、渡邊麻由子、及川一也、扇良明

表１　小麦の生育経過と収量・品質
作業
速度 穂数 子実重 千粒重 容積重
(km/h) (本/㎡) (本/㎡) (本/㎡) (kg/a) (g) (g/㍑)

小畦区 2.5 67 111 445 195 106 17.7 113 37.6 806
平畦区 － 61 (100) 420 184 (100) 15.7 (100) 37.5 820
小畦区 2.5 66 97 646 265 112 26.4 106 39.8 806
平畦区 － 68 (100) 568 237 (100) 25.0 (100) 39.4 803
小畦区 － － － － 191 146 35.8 189 48.3 839
平畦区 － － － － 131 (100) 18.9 (100) 43.6 831
小畦区 2.5 170 103 1380 349 117 38.7 112 37.6 815
平畦区 － 164 (100) 1228 298 (100) 34.6 (100) 39.6 825
小畦区 2.5 153 102 1319 365 108 45.3 125 40.2 827
平畦区 － 150 (100) 1140 339 (100) 36.2 (100) 37.9 824
小畦区 2.0 119 122 828 342 93 21.1 92 35.6 794
平畦区 － 98 (100) 563 366 (100) 22.9 (100) 34.7 768
小畦区 1.6 195 107 1724
平畦区 1.6 182 (100) 1625
小畦区 2.4 161 113 477
平畦区 － 143 (100) 179
小畦区 2.2 205 118 1717
平畦区 － 173 (100) 1669
小畦区 2.0 277 124 298 366 106 39.4 114 45.2 753
平畦区 － 223 (100) 224 344 (100) 34.5 (100) 43.9 756
小畦区 2.0 281 118 301 365 119 39.5 117 45.9 748
平畦区 － 238 (100) 241 308 (100) 33.7 (100) 45.3 753

花巻市 12/16 ゆきちから 小畦区 1.5 － － － 538 － 55.1 － 40.4 769
小畦区 1.8 － － － 263 91 28.0 99 39.8 753
平畦区 － － － － 289 (100) 28.2 (100) 39.6 756
小畦区 1.8 － － － 228 109 19.0 99 35.6 748
平畦区 － － － 210 (100) 19.2 (100) 36.8 753

注）平畦区はいずれも播種条間30cmで実施し、播種量は小畦区と同一量である。
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